























































































































































































カラ節 ナラ節一一原因l一期立の条件B 〔太郎が行〈から花子も行く〕の 〔太郎が行くのなら花子も行く JI 類
だそうだ そうだ
話し手の推論: [ 根拠 〕カラ/ナラ 〔 結論 〕
C くカラ c) 太郎が行くから， 花子も行くだろう類









































































ばならない場合， あるいは， 用いることができる場合がある。 つまり，
くナラ c)I;H、わば例外的に理由節の領域に踏み込んだ条件節である。
では， くナラ c) の使用を決定づける語用論的条件とは何であろうか。
以下に探ってみたし、。
4. 1. Akatsuka， Kamioの説












(34) 現実相 t 非現実相
i'¥新規獲得情報 反事実的情報ノ


























































































































































































ア x (Yに)i *会議があるのなら，終るまで待ってくれ」
あるから，





















































5) 坂原 (1990)は， Akatsuka (1985)に批判を加えるなかで， 話し手にと
っての新規情報であるのにカラが用いられる例として，本稿でいう〈カラ
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